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電
話
が
あ
り
、
事
務
所
に
出
向

い
た
と
こ
ろ
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
、
数
人

の
営
業
マ
ン
に
囲
ま
れ
断
り
き

れ
ず
高
額
な
ロ
ー
ン
を
組
ま
さ

れ
る
商
法
で
す
。

● 

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　

街
で
「
化
粧
に
興
味
が
あ

る
？
」
と
聞
か
れ
、
話
を
す
る

う
ち
に
エ
ス
テ
の
無
料
体
験
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
体
験
後
強

引
に
勧
誘
さ
れ
、
長
期
の
ロ
ー

ン
を
組
ま
さ
れ
る
商
法
で
す
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
総
合
相
談
室

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１　

　
　
　

    　

内
線
３
１
９
１

小
規
模
企
業
共
済
制
度

及
び
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

個
人
事
業
主
な
ど
が
事
業
を
や

め
た
場
合
の
た
め
に
、
生
活
の
安

定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の

資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お

く
、
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。

● 

加
入
資
格
＝
常
時
使
用
す
る
従

業
員
が
20
人
以
下
（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
の

第
16
回
鹿
屋
地
区
小
学

校
区
対
抗
「
サ
ン
ロ
ー

ド
鹿
屋
」
駅
伝
大
会

　

鹿
屋
地
区
の
小
学
校
区
で
編
成

さ
れ
た
20
チ
ー
ム
（
小
学
生
〜
一

般
）
が
、
15
区
間
28
・
４
㎞
を
、

”
心
を
１
つ
に
“
た
す
き
を
つ
な

い
で
疾
走
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
11
月
19
日
（
日
）

　

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

● 

コ
ー
ス
＝
市
役
所
（
ス
タ
ー

ト
）
↓
自
衛
隊
入
口
↓
野
里
↓

高
須
↓
浜
田
↓
大
姶
良
↓
田
淵

↓
横
山
↓
星
塚
↓
飯
隈
↓
永
野

田
↓
（
サ
ン
ロ
ー
ド
）
↓
川
西

↓
（
サ
ン
ロ
ー
ド
）
↓
田
崎
↓

市
役
所
（
ゴ
ー
ル
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
３
９

市
民
の
た
め
の
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー

● 

日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）
14
時

〜
16
時

● 

場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー

● 

参
加
料
＝
無
料

● 

内
容

・ 

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
の

障
害
者
の
現
状
（
黒
木
大
剛

氏
）

・ 

犬
死
し
た
人
々
（
四
元
順
一

氏
）

・ 

環
境
問
題
を
考
え
る
〜
地
球
温

暖
化
を
中
心
に
〜
（
三
浦
英
明

氏
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
体
育
大
学
内
児
玉
研
究
室

☎
０
９
９
４‒

46‒

４
９
６
７

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商

法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪

質
商
法
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
キ
レ
イ
に
な
り
た
い
、
リ
ッ

チ
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
若
者
の

心
理
を
巧
み
に
つ
い
た
手
口
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

● 

デ
ー
ト
商
法

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合

っ
た
人
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
展

示
会
で
、
高
額
な
商
品
を
買
わ

さ
れ
、
契
約
を
し
た
と
た
ん
連

絡
が
つ
か
ず
解
約
が
で
き
な
く

な
る
商
法
で
す
。

● 

マ
ル
チ
商
法

　

友
人
か
ら
「
高
収
入
の
ア
ル

バ
イ
ト
」
と
健
康
食
品
の
販
売

を
勧
め
ら
れ
、
気
が
付
く
と
部

屋
中
在
庫
だ
ら
け
で
、
高
額
な

ロ
ー
ン
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う

商
法
で
す
。

● 

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
選
し
た
と
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輝
北
町
商
工
会

☎
０
９
９‒

４
８
６‒

１
１
７
１

　

串
良
町
商
工
会

☎
０
９
９
４‒

63‒

３
０
３
２

　

吾
平
町
商
工
会

☎
０
９
９
４‒

58‒

６
０
２
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
入
学
、

在
学
に
か
か
る
費
用
を
補
う
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

● 

対
象
者
＝
融
資
の
対
象
と
な
る

学
校
に
入
学
・
在
学
し
て
い
る

人
の
保
護
者
等
で
、
世
帯
の
年

間
収
入
が
、
給
与
所
得
者
に
つ

い
て
は
９
９
０
万
円
、
事
業
所

得
者
に
つ
い
て
は
７
７
０
万
円

以
内
の
人

※
世
帯
の
年
間
収
入
に
は
、
配
偶

者
等
の
収
入
も
含
み
ま
す
。

● 

融
資
額
＝
一
人
に
つ
き
２
０
０

万
円
以
内

● 

返
済
期
間
＝
10
年
以
内

● 

据
置
期
間
＝
在
学
期
間
内
は
元

金
の
返
済
を
据
え
置
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

● 

利
率
＝
年
2.3
％
（
平
成
18
年
11

月
10
日
か
ら
変
更
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
鹿
屋
支
店

☎
０
９
９
４‒

42‒

５
１
４
１

Information

個
人
事
業
主
又
は
会
社
の
役
員

な
ど

● 

掛
金
＝
月
額
千
円
か
ら
７
万
円

ま
で
選
択
で
き
、
課
税
対
象
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

● 

共
済
事
由
＝
事
業
の
廃
止
、
会

社
等
の
役
員
の
疾
病
・
負
傷
又

は
死
亡
に
よ
る
退
職
な
ど

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

● 

加
入
資
格
＝
引
き
続
き
１
年
以

上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
者
な
ど

● 

掛
金
＝
月
額
５
千
円
か
ら
８
万

円
ま
で
選
択
で
き
、
税
法
上
損

金
（
法
人
）
又
は
必
要
経
費

（
個
人
）
扱
い
が
で
き
ま
す
。

※
積
立
金
限
度
額
は
３
２
０
万
円

● 

貸
付
制
度
＝
加
入
後
６
か
月
以

上
経
過
し
た
共
済
契
約
者
の
取

引
企
業
が
倒
産
し
た
場
合
に
、

回
収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債

権
等
の
額
と
掛
金
総
額
の
10
倍

に
相
当
す
る
額
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
の
範
囲
内
で
貸
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

● 

貸
付
条
件
＝
無
担
保
・
無
保
証

人
・
無
利
子

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
４‒

42‒

３
１
３
５

鹿児島県の最低賃金をご存知ですか
最低賃金名称 時間額 適用範囲 効力発生日

地域別最低賃金 鹿児島県最低賃金 611 円
県下全ての労働者に適用されますが、産業
別最低賃金の対象産業に該当する場合は、
その産業別最低賃金が適用になります。

平成 18 年 10 月１日

産業別最低賃金

電気機械器具、情
報通信機械器具、
電子部品・デバイ
ス製造業

664 円 次に掲げるものを除く
① 18 歳未満又は 65 歳以上の人
②雇入れ後６月未満で、技能習得中の人
③清掃又は片付けの業務に主として従事す
　る人

平成 17 年 12 月 31 日

百貨店、
総合スーパー 650 円 平成 17 年 12 月７日

自動車（新車）
小売業 669 円 平成 17 年 12 月 28 日

※最低賃金は、臨時・パート・アルバイトなど全ての労働者に適用されます。
※最低賃金には、「臨時に支払われる賃金」「一月を超える期間ごとに支払われる賃金」「時間外・深夜・休日労働の割
増賃金」「精皆勤手当・通勤手当・家族手当」などの賃金は参入されません。

【問い合わせ】
　鹿屋労働基準監督署　☎ 0994-43-3385

鹿屋市男女共同参画地域講座（輝北地区）

輝け！自分らしさ
～男と女の夢ある未来のために～

●日　時　　11月 12日（日）13:00 ～ 15:00
　　　　　　◇大型紙芝居　　　　　　　　13:10 ～ 13:30
　　　　　　　「不二夫とけい子の仲

なかよっ

良か家族」
　　　　　　　出演：つどい KANOYA
　　　　　　　　　　（鹿屋市男女共同参画活動団体）
　　　　　　◇講　　演　　　　　　　　　13:30 ～ 15:00
　　　　　　　講師：水谷　謹

もりひと

人 氏
　　　　　　　　　　（みやざき中央新聞社編集長）
●場　所　　輝北コミュニティーセンター
●入場料　　無料

【問い合わせ】
　市民活動推進課男女共同参画推進室
　☎ 0994-31-1147
　輝北総合支所市民生活課
　☎ 099-486-1111

平成 19年鹿屋市成人式

●日　時　平成 19年 1月 8日（月）
　　　　　成人の日　11時～
●会　場　市文化会館
●対象者　市内に在住又は出身者で、昭和
　　　　　61 年 4 月２日から昭和 62 年

４月 1日までに生まれた人
※市内に住民登録のある人には、案内状が
届きます。
※市外に居住の人は、12 月１日（金）ま
でに電話又はメールでお申込みください。
案内状を送付します。
※案内状がなくても式典には参加できます。

【問い合わせ】
　市社会教育課　☎ 0994-31-1138
　Ｅメール
　　syakaikyouiku@e-kanoya.net

水谷　謹
もりひと

人 氏

講師プロフィール

・昭和 34年　宮崎県生まれ
・平成13 年　DVの被害者をサポートする　
　　　　　 　「ハートスペースM」を設立
・宮崎県男女共同参画派遣講師


